（別記）
様式第１号（第２条関係）
消防団防災学習・災害活動車等使用申請書

　　年　　月　　日

廿日市市消防団長　様

申請者　住所
団体(所属)名
代表者名　　　　　　　　　　　　　㊞

次のとおり訓練等を実施したいので、消防団防災学習・災害活動車等運用要綱第２条の規定に基づき防災学習車等の使用を申請します。

１　目的及びその内容　　※事業計画やチラシ等があれば添付してください。
	



２　行事･訓練名、実施場所及び参加予定人員
	行事･訓練名
	

	実施場所
	

	参加予定人員
	



３　行事･訓練実施日時
	　年　月　日　時　分　から　　　年　月　日　時　分　まで



４　使用期間
	　年　月　日　時　分　から　　　年　月　日　時　分　まで



５　連絡担当者及び安全確認者
　　　安全確認者は１名以上確保してください。（兼務可）
	連絡担当者
	氏　名
	

	
	ＴＥＬ
	

	
	ＦＡＸ
	

	安全確認者
	氏　名
	
	他　　　名


　　※　安全確認者とは、訓練等に必ず立会い、団員等の指揮の下に学習車等の周囲の安全確認を行う人です。

６　派遣分団等　　
	分団名等
	


※　複数の派遣分団等を受けようとする場合は、すべて記入してください。
　　
７　使用物品
	品　名　
	規　　格　
	数量
	品　名　
	規　　格　
	数量

	防災学習車
	トヨタハイエース
	台
	オイルパン
	―
	個

	初期消火装置
	LPガス使用
	式
	携帯拡声器
	―
	個

	天ぷら油火災実験装置
	住宅用火災警報器付
	式
	折り畳みテーブル
	アルミ製
	台

	訓練用水消火器
	水3リットル用
	本
	DVDソフト
	火災予防啓発用ソフト
	本

	消火訓練用標的
	約800×555㎜
	個
	ノートパソコン
	―
	台

	エアーコンプレッサー
	設定圧力0.7Mpa以上
	式
	シアタープロジェクター
	DVDプレイヤー内臓
80インチスクリーン付
	式

	煙体験ハウス
	組立式、スモークマシーン
	式
	AEDトレーナーセット
	AEDトレーナー
簡易型模擬人体
	式

	発動発電機
	900w程度
	台
	救護マット
	90㎝×200㎝
	個

	コードリール
	―
	個
	救急毛布
	―
	枚




【参考】保有物品数等
	品　名　
	規　　格　
	数量
	品　名　
	規　　格　
	数量

	防災学習車
	トヨタハイエース
	１台
	オイルパン
	―
	１個

	初期消火装置
	LPガス使用
	１式
	携帯拡声器
	―
	２個

	天ぷら油火災実験装置
	住宅用火災警報器付
	１式
	折り畳みテーブル
	アルミ製
	１台

	訓練用水消火器
	水3リットル用
	10本
	DVDソフト
	火災予防啓発用ソフト
	２本

	消火訓練用標的
	約800×555㎜
	１個
	ノートパソコン
	―
	１台

	エアーコンプレッサー
	設定圧力0.7Mpa以上
	１式
	シアタープロジェクター
	DVDプレイヤー内臓
80インチスクリーン付
	１式

	煙体験ハウス
	組立式、スモークマシーン
	１式
	AEDトレーナーセット
	AEDトレーナー
簡易型模擬人体
	２式

	発動発電機
	900w程度
	１台
	救護マット
	90㎝×200㎝
	２個

	コードリール
	―
	１個
	救急毛布
	―
	２枚
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